
海外どうですか？
〜欧・⽶・アジア、⽐べて⾒えてくる多様な研究ライフ〜

第11回⽇本植物学会ダイバーシティ推進委員会ランチョンセミナー

9/20 (⽇)
13:15-14:30

プログラム
13:15-13:20  ⽇本植物学会会⻑ 挨拶

三村 徹郎（神⼾⼤学・名誉教授）

13:20-13:30 「⽇本植物学会におけるダイバーシティの現状」
井川 智⼦（千葉⼤学・⼤学院園芸学研究科・准教授）

13:30-14:30   パネルディスカッション「海外どうですか？」
司会：爲重 才覚（横浜市⽴⼤学・⽊原⽣物学研究所・

特任助教）

研究の進め⽅に始まり、語学、グラント獲得、
就職、⽣活、育児・・・⼀⼝に海外と⾔って
も、国や地域で事情はきっとさまざま。今年
のランチョンセミナーでは、３⼈のパネリス
トからアメリカ、欧州、中国での研究⽣活の
様⼦を海外からもオンラインでリアルタイム
に伺い、⽐較を通して⾒えてくる⽇本の現状
と今後の展望について、皆さんと考えてみた
いと思います。今回は、Zoom webinarによる
開催となります。
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⽇本植物学会第84回⼤会に参加登録された⽅はどなたでも本セミナーに
⾃由に参加できます。⼤会LINC-Bizサイトでアドレスをご確認ください。


